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ボーリング柱状図

調      査      名

事業・工事名

ボーリングNO.

シートNO.

ボーリング名 調査位置 北        緯

発  注  機  関 東        経調査期間

調 査 業 者 名 主任技師 現        場
代  理  人
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孔  口  標  高

総  掘  進  長
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Br.2(本線No.39+10L10) 36° 45’ 05.0000”

140° 08’ 10.0000”

104.25 m

7.38 m
0.00° 0.00°

栃木県烏山土木事務所 2009-01-21 ～ 2009-01-22
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103.75 0.50 0.50

シルト質
微細砂
(FSM)

99.00 4.75 5.25

砂礫
(GS)

96.87 2.13 7.38

館の川凝
灰岩
(Tf)

黒
褐

暗
褐

黄
褐
～
暗
緑
灰

中
ぐ
ら
い

非
常
に
硬
い

耕作土である
含水低位
若干の粘性を帯びる
径φ5～30mmの亜円礫～亜角礫を
主体とする
最大径はφ100mm程度
マトリックスは砂で充填される
締まり具合は中位で部分的にルー
ズである

深度4.0m付近より所々で逸水する

下部はやや凝灰質を呈する

全体に固結した軽石凝灰岩である
部分的に風化が進み、軽石混じり
の砂状を呈する
混入軽石はφ10～20mm程度であ
る
含水は低位である
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